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本研究は，小学校学習指導要領解説特別活動編（平成 29年告示）に示された，自発的・自治

的活動を中心とした学級経営の充実を目指したときに，どのような活動が学級経営の充実につ

ながる係活動なのかを明らかにしようとするものである。係活動は，学級生活の向上を目指し

て児童が創意工夫しながら取り組む活動であるが，係を構成するメンバーによっては，係の集

団内に格差が生まれすべての子供たちに居心地の良い集団になり得ないこともある。そこで，

福岡県内の小学校の５学級に協力を依頼し，学級経営の充実に結びつく係活動を究明した。そ

の際，係のメンバー構成は，教師がリーダーシップを発揮してどの子も生きる係集団をつくる

とともに，各係が取り組む活動内容は「遊び」を基盤とし，子供たちが自分たちの好きなこと

を，自分たちの能力の範囲内で，自分たちのペースで自由にできる活動に取り組んでもらった。

その結果，学級内の対人的適応は向上し学級経営の充実に効果があった。 
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1 研究の目的と方法 

(1)目的 
平成29年度に告示された小学校・中学校学習指

導要領（以下，学習指導要領）には，「学習や生活

の基盤として，教師と児童＜生徒＞との信頼関係

及び児童相互のよりよい人間関係を育てるため，

日頃から学級経営の充実を図ること」が示された。

（＜＞は中学校）このことを受け，新学習指導要

領小・中学校の解説特別活動編（以下，小・中学

校解説）には「学級活動における児童生徒の自発

的，自治的な活動を中心として，各活動と学校行

事を相互に関連付けながら，学級経営の充実を図

ること」が示された。    

ここに示された学級活動における自発的・自治

的な活動について小学校解説には，「自発的，自治

的な活動は，自主的，実践的であることに加えて，

目的をもって編制された集団において，児童が自

ら課題等を見いだし，その解決方法などについて

の合意形成を図り，協力して目標を達成していく

ものである。」と示されている。自発的・自治的な

活動は，学級活動の活動形態である，ⅰ）話合い

活動，ⅱ）係活動，ⅲ）集会活動のことである。

しかし，これらの活動が全て学級経営の充実につ

ながるかといえばそうではない。教師から与えら

れた議題について課題意識を持たない子供たちが

話し合っても学級経営の充実には繋がらないだろ

うし，教師のお手伝い的な活動を行う係活動や一

部の子供たちだけが楽しむ集会活動であっても学

級経営の充実には繋がらないと考える。 
係活動について宇留田（1981）は，係活動の性
格を，(a)学級全体にとってなくてはならないもの
（必要感）(b)教師の下請けでなく，自分たちのや
るべきもの（自主性）(c)創意と工夫を常に必要と
するもの（創造性）(d)一人ではできぬ，数人の協
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力を必要とするもの（協同性）(e)その仕事の遂行
を通して，自他の様々な長所や短所を知ることが

できるもの（個性の理解）と述べている。また，

岡村（1991）は，「児童生徒が自分たちの学級及
びそこでの自分たちの生活を，より一層充実した，

より豊かな，より快適なものにするために計画し

展開する自主的，実践的な活動であるとしている。」

さらに，小学校解説には，「学級の児童が学級内の

仕事を分担処理し，児童の力で学級生活を楽しく

豊かにすることをねらいとしている。」と示されて

いる。つまり，係活動とは，より良い学級生活を

目指して全員が学級内の仕事を分担処理する自発

的・自治的な活動であると言える。 
学級内の仕事を分担処理する活動には，係活動

と当番活動がある。当番活動には，「日直当番」「掃

除当番」「給食当番」などがある。これらの仕事は，

秩序ある学級生活を送るために必要な仕事を，全

員が役割を分担して取組む活動である。だから，

学級成員が「必ずやらなければならない活動」で

あり，教師の適切な指導のもと，責任感や奉仕の

心を主に培う活動である。 
それに反して係活動は，自分たちの学級を楽し

く，豊かなものにするために，自分たちで創意工

夫しながら取組む活動である。そのため，「自分た

ちで計画し実践する活動」であり，主体性や協調

性，創造性，企画性などを主に培う活動である。 
 青木（2002）は，「自発的，自治的な係活動を
育てるためには，教師は思い切って，係の子供た

ちに仕事を任せる姿勢が大切である。」と述べてい

るように，当番活動が教師の指導性が大きく発揮

されるのに対し，係活動に対しては，「例えば，「生

き物係」がその仕事に熱意を示さず，生き物への

餌やりを怠けることがあっても，教師が注意を与

えることは避けなければならない。」と述べるよう

に，あくまでの係の仕事は子供たちに任せるもの

であるという立場である。 
小学校の係活動の指導方法については，小学校

特別活動指導資料（国立教育政策研究所,2014）
（以下，指導資料）に示してある。（表１） 
ここには，入門期に当たる１年生時には，学級

生活に必要な仕事を自分で見つけさせる。それ以

降の低学年では，当番的な活動から創意工夫する

係活動に移行するように指導する。中学年では，

創意工夫する活動に協力して取り組ませる。高学

年では，自主的な活動，自分の良さが発揮できる

活動等係活動の質を高めることが示されている。 
しかし，ここに示された指導の目安だけで係活

動が学級経営の充実に結び付くのだろうか。 

表１：発達の段階に応じた係活動の指導 

岡村（1999）は，係活動の問題点について「係
の活動内容について，児童たちの好き嫌いの格差 
が大きく，係への希望が特定のものへ偏る傾向が

強い。すなわち，きれいな仕事，楽な仕事，目立

つ仕事，見栄えのする仕事などに偏り，反対の性

質の仕事は敬遠される傾向が強い。」と述べている。 
ここに示された，きれいな仕事等と反対の仕事

は，係活動を自分たちで創意工夫して進めていく

ときに必ず出現する。子供たちの係活動の様子を

観察していると，みんなの前に出て係のお知らせ

をするなどの仕事や自分たちが作った賞状やメダ

ルなどを渡すなどの仕事は進んでやりたがる子供

が多い。反面，賞状やメダルなどをコツコツと作

成したり重たい道具などを準備したりする仕事は

敬遠しがちな子どもが見られる。しかし，自分た

ちで係の活動を進めていくときには，必ずやらな

ければいけない仕事なのである。 
このような場面は，一つの係活動の仕事にも見

られるし，学級内に設置する係の種類にも見られ

る。ただ，このようなことをそれぞれの係任せに

してしまうと，発言力の強い子供や力の強い子供

がきれいな仕事や目立つ仕事をして，大人しい子

どもが嫌な仕事をやらされてしまうということが

生じるのである。 
 係活動が，子供たちの自発的・自治的活動であ

り，子供たちに任せるものだからといって，組織

編制から，活動内容の決定，仕事分担の全てを任

せていいものだろうか。 
 係活動は，学期の初めなどに「学級生活を豊か

にするために学級に置きたい組織」として，学級

会で話し合って設置することが多い。小学校特別

活動指導資料（国立教育政策研究所，2019）の学
級活動の年間指導計画例の学級活動(1)「学級や学
校における生活づくりへの参画」には，4月に「係

1年入門期 

 学級生活にとって必要な仕事を見付けて自

分から進んで取り組む。（一人一役の仕事見付

けの段階） 

低学年 

少人数で構成された係で仲よく助け合って

活動する。楽しい学級生活にとって係が必要

であるという意識を高める。当番的な活動か

ら創意工夫できる係活動に移行していくよう

にする。 

中学年 

低学年までの当番的な活動を整理統合し，

創意工夫が生かされる係活動を組織する。協

力し合って計画的に活動に取り組めるように

する。 

高学年 

教師の指導に頼ることなく自主的に係活動

を進めたり，自分のよさを積極的に生かせる

係に所属したりして，集団的な活動の質を高

めていく。 
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を決めよう」9 月に「係活動発表会をしよう」が
示されている。 
 ここでの話合いでは，どの係を置くか，各係は

何人構成にするか，誰がどの係になるか，係相互

の連携をどうするか，係活動はいつするかという

ことなどが話し合われることが多い。 
 しかし，ここで係を構成するメンバーは，誰と

誰が適切なのか，どの子も生きるメンバー構成は

どうあればいいのかなどに注目されることはない。

このことを安易に子供任せにしてしまうと，前述

したように係という小集団の中で，綺麗な仕事ば

かりをする子，そうでない仕事をやらされる子と

いう集団として成立していない状況が生まれる。 
 永田（1987）は，集団を「組織化された集合態」
であるとして単なる集合態から区別し，「組織化さ

れた集合態」の条件として，「役割と地位の分化」

ならびに「集団規範の成立」をあげている。ここ

でいう組織化された集合態としての係の組織とは，

係を構成するメンバーが，仕事を公平に分担し，

係の目標を達成するために協力して仕事に取り組

むことができる組織である。このような組織とし

て成立した係を編制するためには，教師のリーダ

ーシップが必要になってくる。 
 また，岡村（1999）は，係活動の問題点として
「係の編成及びその活動に対して，意識が低く，

意欲の弱い，受動的・消極的な児童生徒が多い。」

ということを挙げている。これは，係の活動内容

が魅力に欠けていることが原因であると考える。

子供たちにとって魅力的な活動とは「遊び」であ

る。自分のやりたいことを，自分の能力の範囲内

で，自分のペースで自由にやれるのが「遊び」で

ある。森（1990）は，「遊びの原理は近代教育思
想の原理でもあった。遊びの原理を教育の原理と

して確立するということは，近代教育の原理に立

ち戻ることにほかならない。子供を自己活動の主

体者としてとらえる近代の子供観に，「特活」はま

ず立たなければならない。」と述べているように，

係活動の内容に遊びの原理を取り入れていくこと

も自発的・自治的活動としての係活動には不可欠

であると考える。 
そこで，係活動が学級経営の充実につながる自

発的・自治的な活動になりうるための条件として，

係のメンバー構成に教師が積極的に介入して，ど

の子も居心地の良い集団の中で係活動に取り組む

ようにする。また，子供たちが係活動に意欲的に

取り組むように係活動の内容を遊びを基盤とする

活動にする。 
(2)方法 

①期間 平成 30年 4月～7月 
②対象 福岡県内小学校 6年生（１学級）5年生
（2学級），4年生（1学級），2年生（1学級） 
③研究成果の測定 
・学級適応感尺度 ASSESの活用 
実践群の 4月と 1学期末の比較 
実践群と対称群の 4月と１学期末の比較 
・学級担任の観察（抽出児の変容） 
・児童アンケート 
 
2 研究の内容 

 
(1)  居心地の良い集団を意図的に編制する 
 指導資料には，「学年等によっては，各係の仕事

に応じて必要なおおよその人数を決めてから，児

童の希望を尊重して係の所属を決めます。」と示さ

れている。つまり，係の所属「自分がなりたい係」

は，子供たちの話合いによって決めさせるという

ことである。 
 しかし，この場合子供たちは，自分のなりたい

係，やってみたい係を選ぶことが主な目的となっ

ており，係を構成するメンバーまでには意識が向

いていないことが多い。その後，子供たちはそれ

ぞれの希望を伝えながら，時には，譲り合ったり

話し合いで解決したりして所属する係を決めてい

く。しかし，このような方法で所属する係を決め

させていては，係を構成するメンバーの人間関係

に問題が見られることが多く，前述したようなき

れいな仕事をする子供とそうでない仕事をさせら

れる子供が出現することが多い。 
そこで，係に所属するメンバーを決める過程に

教師がリーダーシップを発揮して，どの子にも居

心地の良いメンバーで構成した集団で係活動に取

組ませることにした。 
 具体的な手順は次のとおりである。 
1） 学級会で学級に置きたい係を決める。 
2） 自分のなりたい係を第１希望から第 3 希望ま
でを書いて教師に提出する。 

3） 教師は，集めた希望表を見ながら，日頃の観
察に基づいて一人ひとりの子どもが生きるよ

うにメンバー構成をする。 
4） 翌日，所属する係を発表する。 
一人一人が生きるメンバー構成とは，「どの子と

どの子が気が合うのか。」「誰とでも分け隔てなく

付き合えるのはどの子か。」「あの子を支えるのは

どの子か。」「あの子が気を許すのはどの子か。」な

どの視点で，メンバーの組み合わせを決めていく

のである。 
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 実験に取り組んでくれた学級では，次のような

視点を持って組み合わせを決定している。 
表２：A教諭のメンバー決定の視点 

学級開きを行った後，休み時間に誰と過ごしている

か写真を撮って観察した。 

・授業中に色々な友達との活動を仕組み，どんな友達

とどのような話しをしているのか観察した。 

・「一学期は，〇〇さんと一緒に活動していけるかな」

と声をかけることもあった。 

・特に，これまでよく学校を休んでいた，気が強く，

人間関係で問題を起こす女子に配慮し，「男女混ぜた

ほうがいいか，係のメンバーをこのように決めよう

と思うけど，何かいい考えはないか，誰となら，楽

しく学校に来れそうか，などを聞いた。 

・２学期は，係活動の楽しさを知った子供たちの人間

関係が広がるように構成したい。そのため夏休み明

けの人間関係を観察したり聞き取りをしたりした

い。 

・前学年での人間関係がこじれていたので，お互いが

のびのび楽しく活動できるメンバー構成になるよう

にした。 

表３：B教諭のメンバー決定の視点 
◯前担任から，①仲がよい子②あまり関わっていない

子③過去にトラブルがあった子についての情報を集

めた。 

◯居心地のよいメンバー構成にするために 

 ・男女比は同じにした 

 ・①，②（上記）の関係である児童を組ませた。 

 ・③の関係である子ども同士は，基本的に同じにしな

い。（※２，３学期から関わらせる） 

 ◯特に目立つ子（引き継ぎでの情報）は以下の配慮を

した。 

 ◆  落ち着きがなく，口調が強い子（１名） 

    ・その子にきちんと意見の言える子と組ませた。 

    →対等にものが言い合える雰囲気でその子の活動

的な持ち味が十分に発揮できた。 

◆ 身の回りのことが自分でできない子（２名） 

    ・心優しく，手伝ってあげる子を組ませた。 

    →手伝ってくれる友達との信頼関係ができた。 

◆ 口数の少ない子 ※場面緘黙（１名） 

    ・心をゆるしている友達と一緒に組ませた。 

    →前学年のときよりも活発な様子が見られた。 

（前担任談） 

表４：C教諭のメンバー決定の視点 
◯  特別支援学級（情緒）のＡは，工作が得意なので， 

 工作係にし，ひょうきんなＡの良さを認め一緒に楽

しんでくれるＢと Cを入れた。 

◯  誰にでも優しく，同じように接することができ，

相 

 手の意見も取り入れながら協力して活動を進めるこ 

 とのできる D と E は，特別支援学級の F(知的)と通

級教室に通っているGと同じレク係にした。 

◯  特別支援学級 H(知的)に対して，その子ができそう 

 なことを見つけ，一緒に活動を進めることができる  

 I は，バースデイ係にした。 

 A教諭の場合，学級編制があったばかりの初め
て受け持つ子供たちであったので，子供たちの人

間関係は十分に把握していなかった。そこで，学

級開きから係のメンバーを決定するまでの間，子

供たちの人間関係を写真を撮って観察している。

また，子供たちが関わる活動を意図的に仕組んで，

その活動の中での子供たちの様子を観察している。

（表２） 
 B教諭の場合は，前担任からの情報収集から子
供たちの人間関係を把握していることが分かった。

その時の視点として，「仲が良かったのはどの子

か。」「友達との関わりが乏しい子はどの子か。」「過

去に人間関係のトラブルがあった子はどの子か。」

など，人間関係に関するアセスメントを行ってい

る。（表３） 
 C教諭は，工作が得意な子供は工作係にするな
どその子の特性から係を決定し，その子との良い

関係が結べる子供と組み合わせている。（表４） 
 このような，教師の意図的なメンバー構成につ

いて児童は次のような感想を書いている。 

図１：A児の感想 

図２：B児の感想 

 A児は，係活動の中で，自分の意見を言えるよ
うになったことや，男女混合のメンバー構成で男

子とも友達になれたことを書いている。（図１） 
 B児は，これまで知らなかった人と話せるよう
になったことや，その人の良さを見つけたり感じ

たりすることができたと書いている。（図２） 
 このような感想が書けるのは，教師が児童一人
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一人の人間関係に留意しながら係のメンバー構成

を行ったことによって，何でも言える安心感や友

達になれそうという期待感などが生まれてきたか

らだと考える。 
 小川（1979）は，「当初はほとんど面識のない
者同士で構成された学級集団も，それが学習・生

活の単位として固定され，長期にわたる集団活動

が営まれていくと，次第に児童・生徒相互の人間

関係が成立し，心理集団として組織化されていく。」

と述べている。つまり，子供相互の関わる時間が

長くなればなるほど人間関係は密になるというこ

とである。このことを応用して，教師がリーダー

シップを発揮して構成したメンバーでの活動は，

係活動だけではなく，学習グループや週番，給食，

清掃などの当番活動を行うグループ，給食を一緒

に会食するグループとして活動が行えるようにし

た。そのため，座席も常にグループで活動できる

ように隣り合わせにした。教師の適切なリーダー

シップの元，安心して過ごせるメンバーと係活動

以外でも一緒に過ごす機会が多ければ多いほど，

子供たちの人間関係はより緊密なものになってい

くと考える。 
 
(2)  遊びを基盤とする係活動に取り組ませる 
 係活動の内容は，当番活動のように決められた

活動を繰り返し行うものでもなく，教師のお手伝

い的な仕事を行うものでもない。自分たちで，話

し合って創意工夫しながら取り組む活動である。 
 「遊び」の原理が係活動の内容になるというこ

とは，その活動は，「自分たちの好きなこと」であ

り，「自分たちの能力の範囲内で実施できること」

であり，「自分たちのペースで自由にできること」

である。 
 実践に取り組んでくれた学級では，次のような

活動が行われた。 
表５：実践群の学級で取り組まれた活動 

アーチリレー・箱の中何だろうな・クイズ釣り 
缶積み大会・名産物クイズ・音当て大会 
誕生日カードづくり・手裏剣飛ばそう大会 
タグ取り競争・歴史わくわくクイズ 
じゃんけんボーリング大会 
たたいてかぶってジャンケンポン 
射的大会・４の２お誕生日給食・宝探し 
意味がわかると怖ーい話・笛おに 
椅子取りゲーム・椅子取りゲームその２ 

など 
 ここに示した活動は一部であるが，係活動の名

称からは，子供たちが，友達と楽しんで取り組ん

だことが予測される。（表５） 
 

図３：N小 5年「射的大会」 

図４：H小 5年「５メートル走」 

 図３は，N小の 5年生が実施した「射的大会」

であり，図４は，H小の 5年生が取り組んだ「５

メートル走」である。昼休みに，誰にも束縛され

ることなく，自分たちで計画した遊びに学級全員

が興じている。この活動には，射的大会や５メー

トル走を企画した係の子供たちと，企画された係

活動に参加している子供たちがいる。 

 これらの活動は，ただの思い付きで実施される

ことの無いように「企画書」や「係活動ノート」

を作成させて，係の子供たちが活動の目標や，活

動方法や手段，役割分担の共有ができるように， 

図５：N小５年の企画書 
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「取り組む活動の名前」「活動の前，活動の中，活

動後にしなければならないこと」「役割分担」を記

入できるようにした。 

図６：K小４年の企画書 

 企画書の作成は，実践群の担任の個性に任せた。

N小 5年の企画書は，「何をするか」「何のために

するのか」「いつするか」「どこでするか」「しなけ

ればならないこと」「役割分担」を書くようになっ

ている。また，K小の企画書は，「何のためにする

のか」「何をするのか」「しなければならないこと

は何か」「役割分担」を書くようになっている。係

活動の内容が「遊び」を基盤にしていても，子供

たちの成長に寄与する活動でなければならない。

そのために，企画書のようなものを作成させて，

教師に提出し，合格が出たら実施するという教師

と子供たちの間にルールが設定されていた。係活

動の内容は「遊び」を基盤としても，係活動は教

育的な活動であり，より良い人間関係を構築する

活動にするために企画書は必要なものである。 

 N小 5年の企画書には，「何のためにするのか」

のところに「27人みんなが笑顔になるため」とい

う教師の朱書きが記入してある。活動は，「手裏剣

飛ばそう大会」であっても，その活動が学級にと

ってどんなねらいを達成することになるのかとい

う活動の価値に気付かせたいという教師の指導の

構えが見えてくる。 

 狩野・田崎（1990）は，「一般に集団が成立する

ためには，①人々の間に相互依存関係があり相互

作用が可能であること。②人々の間に共通目標が

あるいは規範が共有されていること。という条件

が必要とされる。」と述べている。遊びの原理を基

盤とする係活動であっても，係のメンバーが互い

に，活動の目標を共有し，メンバー一人一人が自

分の役割を責任を持って果たすという係集団の質

を高めるためにも「企画書」や「係活動ノート」

は不可欠なものである考える。 

 実践群の学級には，次に示す係が設置されてい

る。どの学級の係もお手伝い的な内容ではなく，

自分たちの創意工夫で活動内容が生まれてくるこ

とが予測される係である。（表６） 

表６：実践群の学級に設置された係 

 

3 研究の結果とまとめ 

 
⑴  学校環境適応感尺度 ASSESSの結果から 

 

 
図７，８は実践群の学級（H小 5年，N小 5年，

学 校 学年組 係 名

N⼩学校 ５年１組 ギネス係・飾り係・クイズ係
バースデー係・スポーツ係・⾳楽係

H⼩学校 ５年１組
新聞係・ミュージック係・ギネス係
イベント係・あそび係・クイズ係
かざり係・誕⽣⽇係・思い出係

I⼩学校 ６年２組 レク係・ギネス係・クイズ係
バースデイ係・新聞係・⼯作係

S⼩学校 ４年２組 新聞・ミュージック・かざり
バースデー・スポーツ・ゲーム

S⼩学校 3年１組
ゼラオラスポーツ・楽しい⽣き物新聞
みんながえがおのお誕⽣⽇
みんながえがおのかざり・楽しいお楽しみ
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図７：H小，N小 5年 ASSESS p<0.05 

図 8：K小 4年，N小 6年 ASSESS p<0.05 
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K 小 4 年，I 小 6 年）の学校環境適応感尺度
ASSESSの結果である。１回目は 4月に実施した
結果であり，２回目は 7月に実施した結果である。 
いずれの学級においても対人的適応の数値が有意

に向上している。 
 このことから，教師のリーダーシップで居心地

の良い係集団にするためのメンバーを構成し，そ

の集団で係活動だけでなく学習活動や当番活動な

どの活動も共にするなど関わる時間を長く確保し

たり，学級のみんなが喜んでくれる活動を創意工

夫して取り組んだことは，教師との関係や友達と

の関係を良好と感じたり友達との良い関係をつく

るスキルを持っていると感じたり友達からいじわ

るなどをされたりしていないと感じている子供た

ちが１学期末には増えてきていることがわかる。 
 

⑵  学校生活に関するアンケートの結果から 
表７：クラスに対する子供たちの見方 

 表７は，学校生活に関するアンケートの中の，

自分のクラスに対する見方のグラフである。11番
から 22 番までの設問は次の通りであり，系列１
（はい）２（だいたい）３（少し）４（いいえ）

という内容である。 
1 1  このクラスはなかまはずれやいじめをなくそう

と努力するクラスですか。  

1 2  このクラスのみんなは，そうじやあいさつをが

んばるクラスですか。  

1 3   クラスの人と，話したりいっしょにいたりする

のが好きですか。  

1 4  あなたは，休み時間などに，友だちやなかまと

楽しくすごしていますか。  

1 5  クラスの中に，あなたの気持ちをわかってくれ

る人がいますか。  

1 6  あなたのクラスは，よいなかまになるために，

みんなで話し合うクラスですか。  

1 7  あなたのクラスは，みんななかよしだと思いま

すか。  

1 8   あなたのクラスは，勉強やいろいろな活動に，

きょうりょくしていると思いますか。  

1 9  あなたは，クラスの中で，みんなの役に立って

いると思いますか。  

2 0   あなたが，自分の思ったことや考えたことを発

表したとき，クラスの人たちは，ひやかしたりし

ないで，しっかり聞いていますか。  

2 1  あなたは，クラスの人がこまったり，かなしん

だりしているとき，力になりたい，なぐさめたいと

思いますか。  

2 2   あなたは，クラスの人によいことがあったとき

，あなたもうれしいですか。よかったねと言って

あげたいですか。  

 アンケート結果から，「自分たちのクラスは良い

クラスにするために話し合うクラスだと思ってい

る。」「休み時間を友達と仲良く過ごしている。」「い

じめや仲間外れをなくそうとしている。」「クラス

の人が困っているときは力になりたい。」と思って

いる子供が特に多いことが分かる。この他にも，

全体的にクラスに対する見方は肯定的である。こ

れは，居心地の良い集団で「遊び」を基盤とする

係活動に取り組むことによって学級やそれを構成

する学級成員に対する良好な見方ができるように

なったからだと推察する。 
 
⑶  係活動を通した個人の変容 
 S小学校 4年の担任は，4月当初 C児について
次のように記している。 
仲の良い子に偏りがある。感情の起伏が激し

く，友達に強い口調であたったり，相手によっ

て態度を変えたりすることが多い。一人になる

ことに不安を感じ，どこへ行くにも常に友達を

連れて行く様子がよく見られる。 
 クラスの誰とでも仲良くしたり，平等に接し

たりすることができるようにした。 
 １学期末の C児については，次のように記して
いる。 
様々な活動を係で行うことで，あまり関わり

のなかった友達とも次第に話すようになって

きた。同じ係であった特別支援学級の子が急に

転校することになった時は，その子が好きな動

物の折り紙をプレゼントで渡したいと朝から

一生懸命作っていた。 
 ここには，良好な人間関係が作れない C児の変
容が書かれている。係活動を通して係を構成する

メンバーと同じ目標に向かって，協力して活動に

取り組む中で，友達に対する見方が変わり自分か

ら積極的に関わろうとしていることが分かる。 
 S小学校 3年の担任は，B児の 4月当初の様子
を次のように記している。 
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学級の中で発言力があり，正義感が強い。好

き嫌いがはっきりしており，言葉遣いも荒いこ

とから，友達とのトラブルが多いと前担任から

引き継いでいた。学習中もよく発表するが，読

み書きに支援が必要で，自信のなさが現れるこ

ともあった。   
 １学期の後半には，次のように記している。 

B児は，自分の係だけではなく友達の係にも
協力的で，他の係が提案した遊びがうまくいか

なかったときに，「楽しくないとか言ったらせ

っかく考えてくれたのにかわいそうだ」「うま

くいかなかったけど次こうすればいいよ」と発

言した。また，「他の係が考えてくれたのだか

ら，ちゃんと参加しないといけないよ！もし自

分の係が考えた遊びに来てもらわなかったら

悲しいでしょ。」と友達に話している姿も見ら

れた。 
 そして，１学期末にあった個人懇談での B児の
母親の言葉についても記している。 
１学期末の個人懇談会で，B児の母親と話し，

B 児の係での頑張りを伝えた。B 児の母親は，
「３年生になってから，朝早く登校するように

なったんです。学校が楽しいから，みんなと遊

ぶために早く行っているようです。１，２年生

の頃はそんなことなかったんですよ。１，２年

生の頃は，誰と遊んでいるのか聞いても，○○

くんと△△くんくらい…友達がいるのか心配

でした。でも，３年生になってから，誰と遊ん

でいるのかを聞くと，『みんな！』と答えるよ

うになりました。とても嬉しかったし安心しま

した。」と話されていた。それを聞き，私も嬉

しくなった。３年生になってからは，友達との

トラブルも少ない。２学期以降も，係活動を通

してみんなで遊ぶ楽しさを味わわせたい。 
 ここには，友達とのトラブルが多かった B児が
他の係の友達のことまで考えることができるよう

になったことが記されている。このような発言が

できるようになったのは，自分たちの係活動でも，

友達に協力してもらいたいという経験を味わった

からだと考える。また，居心地の良い集団での活

動は，自分たちの集団だけではなく，他の集団に

対しても協力しようとする態度が育ってきたので

はないかと推察する。さらに，母親の言葉のなか

にある，「みんなと遊んでいる。」という言葉から

は，それぞれの係が企画する活動が活発に行われ

ていたことが分かるとともに，それぞれの活動が

楽しいものであったと考える。子供同士のトラブ

ルを解決する方策の一つは，子供同士を関わらせ

ることだと考える。 
 
⑷  考察 
 河村（1999）は，学級崩壊を起こす教師を学習・
生徒指導重視型教師とし，指導に偏ってリーダー

シップを発揮するタイプだと述べている。このタ

イプの教師は，子供を評価する視点で見ているこ

とが多いという。   
反対に，子供の居場所となる学級を育成してい

る教師を，自己の確立重視型教師であるとして，

指導と援助を統合して強くリーダーシップを発揮

するタイプだと述べている。このタイプの教師は，

指導と援助をバランスよく行うので子供達は主体

的な学級生活を送れるようになると述べている。 
正に，子供たち一人一人の人間関係を十分に考

慮して，遊びを基盤とする係活動に取り組ませる

教師は，自己の確立重視型教師であると言える。 
係活動が自発的・自治的な活動として学級経営

の充実に結びつくには，子供たちに係活動の内容

は任せるが，係を構成するメンバーの組み合わせ

にはリーダーシップを強く発揮することが大切で

あると考える。特に，学級編成が行われ担任とし

て初めて受け持つ場合には，子供たちの人間関係

に十分な配慮が必要である。その部分を子供任せ

にしてしまうと，係集団の中に格差が生まれ，い

じめに似たような構図が出来上がっていくことも

考えられる。 
 自発的・自治的な活動で学級経営を充実させる

といっても，どこまで教師が指導性を発揮するの

か，どこまで子供に任せるのか，子供たちの実態

を精緻に見極める教師の観察眼が必要になってく

ると考える。 
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